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研究成果の概要（和文）：東日本大震災以降、家計の震災に対する備え、「リスクマネジメント」に注目が集ま
っている。しかしながら、どのような特徴を家計が耐震補強を実施しているのか、また、どのような家計が地震
保険を購入しているのかについて、データを使って明らかにしている研究は決して多くはない。そこで、本研究
では、「リスクプレミアム」、「リスク回避度」、「曖昧性の回避」、そして「金融知識」などの観点から、日
本の家計の地震に対する備えの傾向を明らかにしようとしてきた。また、家計の地震への備えを増やすために、
有効な政策を検討する際の資料を提供しようと試みてきた。

研究成果の概要（英文）：Attention is particularly focused on risk management against large 
earthquake after the Great East Japan Earthquake. However, previous researches have not clarified 
the factors affecting risk management activities such as seismic strengthening and earthquake 
insurance purchase. In this projects, we conducted a survey of risk management and earthquake 
insurance to Japanese households. We have tried to explain seismic strengthening and earthquake 
insurance purchase by employing traditional economics (risk aversion) and behavioral economics 
(ambiguity aversion). We provide the evidence that financial knowledge affects insurance purchase in
 this research projects. Also, we try to provide implications for policy makers and insurers on 
household’s risk management against catastrophe.

研究分野：保険論、金融論

キーワード： 地震保険　家計　アンケート調査　行動経済学　金融知識
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究プロジェクトの学術的な背景は、次の
3つの点にまとめられる。 
（１）東日本大震災以降、以前にもまして、
家計の震災に対する備えである、保険や耐震
補強などの「リスクマネジメント」に注目が
集まっている。しかしながら、地震と保険に
関する研究は限られていた。 
（２）地震と保険に関する研究も、地震と保
険会社の企業価値がどのように関係してい
るのかなど、地震保険と、保険の供給側であ
る保険会社の関係に注目したものがほとん
どで、地震と保険を需要側から研究した研究
はほとんど存在しなかった。 
（３）地震保険に関する研究で、データを用
いた分析は、Naoi, Michio, Takuya Ishino and 
Miki Seko (2012) “Earthquake Risk in Japan: 
Consumers’ Risk Mitigation Responses After the 
Great East Japan Earthquake, Journal of 
Economic Issues 46(2), pp.519-530や、申請者の
過去のプロジェクトの一部（浅井義裕 若手
研究（B）「保険需要構造の分析‐ファイナン
ス 理 論 の 実 証 的 検 証 ‐ 」 課 題 番 号 
23730303）などに限られていて、直面してい
るリスクに比べて、日本における家計の地震
リスクマネジメントの実証的研究は十分で
はない実情があった。そこで、本研究プロジ
ェクトでは、家計向けのアンケート調査を中
心に据えて、分析を行おうと試みてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究プロジェクトの目的は、次の 3つの点
にまとめられる。 
（１）地震保険の購入や耐震補強の実施にプ
ラスの影響を与える要因を明らかにしよう
とする。つまり、家計の地震に対するリスク
マネジメントを促進するような要因を明ら
かにする。また、どのような政策が、家計の
リスクマネジメントを進める上で有効なの
かについて、議論をする際の資料を提示する。 
（２）地震保険の購入を促進する要因だけで
はなく、地震保険を解約する要因についても
明らかにする。 
（３）地震保険の購入も、家計の金融行動で
あり、証券投資などと同様に、金融知識の水
準に影響される可能性がある。そこで、家計
の金融知識の水準が、地震保険の購入や耐震
補強の実施に影響を与えるかどうかを明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
研究の方法としては、アンケート調査を採用
した。類似する研究、申請者が以前に実施し
た予備調査や中小企業向けの地震保険の調
査を参考にしながら、アンケート調査票の作
成を行った。 
まず、伝統的な経済学に基づく「リスク回
避度」、行動経済学に基づく「曖昧性の回避」
などの観点から、家計のリスク管理を明らか
にしようと試みている。 

また、先行研究をサーベイする過程で、家
計の金融行動を分析する際には、「金融知識」
の影響が重要であることが分かってきた。そ
こで、本研究プロジェクトでは、金融知識も
考慮した分析を行う。 
 
４．研究成果 
 
本研究プロジェクトは、（１）「大震災と家計
の保険需要に関するアンケート」（2016年 12
月実施）の 1000 世帯（委託調査によって実
施）から得られた結果と、（２）大学生に対
する金融知識のアンケート 574 名（2015 年
11月実施）で得られた結果から成り立ってい
る。以下では、それぞれのアンケートの結果
の一部を紹介する。 
 
（１）「大震災と家計の保険需要に関するア
ンケート」の主な結果 
 
①「一戸建てにお住まいの方にお伺いします。
あなたの家の「建物」と周りの家の「建物」
の距離について、最も距離が近い家とのおお
よその距離は、次のうちどれですか。 
(たとえば、境界線からあなたの家が 1m、隣
の家も 1m離れていれば 2mと考えます)」 
１．0cm 以上 50cm 未満（6.3%）、２．50cm
以上 1m未満（12.1%）、３．1m以上 1m50cm
未満（13.1%）、４．1m50cm 以上 2m 未満
（13.1%）、５．2m以上 2m50cm未満（11.7%）、
６．2m50cm 以上 3m 未満（6.1%）、７．3m
以上（24.6%）８．わからない（13.1%） 
回答数 521世帯 
 
②住宅ローンの残額があるとお答えの方に
お伺いします。住宅ローンの完済までの残り
年数はおよそどれだけですか。 
１．1年未満（0.5%）、２．1年以上 5年未満
（8.7%）、３．5年以上 10年未満（20.2%）、
４．10年以上 15年未満（19.2%）、５．15年
以上 20 年未満（13.9%）、６．20 年以上 25
年未満（15.4%）、７．25 年以上 30 年未満
（8.7%）、８．30年以上 35年未満（11.5%）、
９．35年以上 50年未満（1.9%）１０．50年
以上（0.0%） 
回答数 208世帯 
 
③建物の地震保険（もしくは、建物更生共
済・自然災害保障付火災共済など）に加入し
ていますか。 
１．加入している（59.9%）、２．過去に加入
していたが、現在は加入していない（3.1%）、
３．一度も加入したことがない（28.1%）、４．
わからない（8.8%） 
回答数 704世帯 
 
④家財の地震保険（もしくは、建物更生共
済・自然災害保障付火災共済など）に加入し
ていますか。 
１．加入している（52.3%）、２．過去に加入



していたが、現在は加入していない（3.8%）、
３．一度も加入したことがない（31.8%）、４．
わからない（12.1%） 
回答数 704世帯 
 
⑤建物もしくは家財の地震保険に加入して
いるとお答えの方にお伺いします。現在の住
居で、地震保険に加入したのは、次のうちど
のタイミングですか。 
１．現在の住居への入居（賃貸を含む）時点
（76.7%）、２．結婚したのを機に、新たに加
入した（1.9%）、３．子供が生まれたのを機
に、新たに加入した（1.7%）、４．阪神大震
災の被害を見て、新たに加入した（7.4%）、
５．東日本大震災の被害を見て、新たに加入
した（5.8%）、６．その他の地震の被害を見
て、新たに加入した（3.1%）、７．その他（3.5%） 
回答数 484世帯 
 
⑥地震保険料（建物・家財の合計）を年間お
よそいくら支払っていますか。 
１．1 万円未満（27.1%）、２．1 万円以上 2
万円未満（23.8%）、３．2万円以上 3万円未
満（13.6%）、４．3万円以上 4万円未満（8.7%）、
５．4万円以上 5万円未満（5.4%）、６．5万
円以上 6万円未満（6.8%）、７．6万円以上 7
万円未満（2.7%）、８．7万円以上 8万円未満
（1.0%）、９．8万円以上 9万円未満（1.2%）、
１０．9万円以上 10万円未満（2.3%）、１１．
10 万円以上 11 万円未満（2.7%）、１２．11
万円以上 12万円未満（0.6%）、１３．12万円
以上 13万円未満（1.0%）、１４．13万円以上
14 万円未満（0.8%）、１５．14 万円以上 15
万円未満（0.6%）、１６．15万円以上 16万円
未満（0.2%）、１７．16万円以上 17万円未満
（0.0%）、１８．17 万円以上 18 万円未満
（0.0%）、１９．18万円以上（1.4%） 
回答数 484世帯 
 
⑦建物の地震保険に加入していないとお答
えの方にお伺いします。 
１．保険料が高い（33.8%）、２．耐震補強を
したから（1.5%）、３．耐震性が十分だと思
うから（10.8%）、４．代理店から勧められな
かった（5.6%）、５．地震保険のことがよく
わからない（11.8%）、６．受けとれる保険金
が少ない（14.4%）、７．震災の場合は、様々
な支援策が期待できるから（3.6%）、８．周
りで入っている人がいない（1.0%） ９．真
剣に考えたことはない（17.4%） 
回答数 195世帯 
 
⑧建物、もしくは家財の地震保険に過去に加
入していたが、現在は加入していないとお答
えの方にお伺いします。 
１．住宅ローンを完済した（9.1%）、２．引
っ越しをした（22.7%）、３．地震保険料が高
くなったから（20.5%）、４．生活が苦しくな
ったから（15.9%）、５．保障内容が思ってい
たものと違っていた（18.2%）、６．その他

（13.6%） 
回答数 44世帯  
 
以上は、アンケートの主要な結果であり、地
震保険の購入や耐震補強の実施に関する回
帰分析の結果ではない。 
しかしながら、単純集計の結果からも、い
くつかのことが確認できる。 
第 1 に、一度地震保険を購入した家計は、
その後、地震保険を解約する割合が低いこと
が確認できる（回答数 44世帯）。 
第 2に、隣家との距離が 1メートル未満と
回答している家計が、20％弱存在している。
密集地帯の住居といえそうである。地震を原
因に発生した火災は、火災保険の支払い対象
ではないため、地震保険の加入が特に必要と
なる世帯であるともいえるだろう。 
第 3 に、地震保険料の支払い（年間）は、

2 万円未満と回答した家計がおよそ半数を占
めている。 
 
（２）「金融知識に対するアンケート調査」
の主な結果 
 
本研究プロジェクトからは、以下のことが明
らかになった。 
 
（金融知識について） 
「自分が育った世帯の所得を知っている」と
回答した大学生ほど、金融知識の水準が高い
ことが分かった。また、女性の方が、金融知
識の水準が有意に低いことが分かった。 
 
（保険知識について） 
金融への関心が低い大学生ほど保険知識が
少ないこと、自分の育った世帯の所得を知っ
ている大学生ほど保険知識が多いこと、大学
での成績がよい学生ほど保険知識が多いこ
と、大学間で学生の保険知識に差があること
が明らかになった。 
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